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事業所名
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徳島県東部県土整備局県土整備部<徳島>

工事名

/

図面名

図示

倉　庫 土砂置き場

コンクリート舗装t=300
曲げ4.5-2.5-40高炉

粟津港（松茂地区）

板野郡松茂町豊久（第２分割）

エプロン舗装構造図（1/2）

Ｒ７徳土　粟津港（松茂地区）松・豊久

岸壁修繕工事（２）
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実施設計図面

※係船柱基礎部のエプロン舗装及び鉄網は
　係船柱の基礎形状に合わせて施工すること。
※潮位条件は、粟津港港湾台帳を参照とする。
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徳島県東部県土整備局県土整備部<徳島>
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粟津港（松茂地区）

板野郡松茂町豊久（第２分割）

エプロン舗装構造図（2/2）

Ｒ７徳土　粟津港（松茂地区）松・豊久

岸壁修繕工事（２）

2 5

実施設計図面

※係船柱基礎部のエプロン舗装及び鉄網は
　係船柱の基礎形状に合わせて施工すること。
※潮位条件は、粟津港港湾台帳を参照とする。
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倉　庫

土砂置き場通行可能
（1期施工時）

As

松茂第1岸壁

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

施工計画図

徳島県東部県土整備局（徳島）

粟津港（松茂地区）

板野郡松茂町豊久（第２分割）

図示 /

施工計画図（1/2）

車両出入口
※1期施工時は利用不可

車両出入口
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平面図（1期施工時）
S=1:300

-監督員と協議の上、必要に応じて、バリケードや通行止めを
　実施すること。
-防舷材、車止め及び防食工施工時は、係留する船舶の日程を
　確認すること。
-エプロン舗装時に岸壁利用が制限されるため、施工前に監督
　員及び岸壁利用者と協議を行うこと。
-ノリの養殖を岸壁付近で行っているため、施工時は汚濁防止
　膜を設置すること。
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Ｒ７徳土　粟津港（松茂地区）松・豊久

岸壁修繕工事（２）
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実施設計図面
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倉　庫

土砂置き場通行可能
（1期施工時）
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松茂第1岸壁

工 事 名
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工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

施工計画図

徳島県東部県土整備局（徳島）

粟津港（松茂地区）

板野郡松茂町豊久（第２分割）

図示 /

施工計画図（2/2）

車両出入口
※1期施工時は利用不可
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平面図（2期施工時）
S=1:300

-監督員と協議の上、必要に応じて、バリケードや通行止めを
　実施すること。
-防舷材、車止め及び防食工施工時は、係留する船舶の日程を
　確認すること。
-エプロン舗装時に岸壁利用が制限されるため、施工前に監督
　員及び岸壁利用者と協議を行うこと。
-ノリの養殖を岸壁付近で行っているため、施工時は汚濁防止
　膜を設置すること。
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岸壁修繕工事（２）
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倉　庫 土砂置き場

松茂第1岸壁

エプロン舗装延長

コンクリート舗装t=200
曲げ4.5-2.5-40高炉

粟津港（松茂地区）

板野郡松茂町豊久（第２分割）

土工図

Ｒ７徳土　粟津港（松茂地区）松・豊久

岸壁修繕工事（２）
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実施設計図面
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▽L.W.L　D.L.+0.000

▽H.H.W.L　D.L.+3.600
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工事箇所

図 面 名
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会 社 名

事業者名

図面番号

徳島県東部県土整備局（徳島）

図示 /

t=10mm
取壊しt=10mm

2.0%

t=10mm

【注記】

※路盤の厚さは、路床の支持力係数K が100N/cm
3
以上で

　あると想定して決定している。施工時に路床の支持力を確認
　し、計測値が上記の設定値以上であることを確認すること。
※潮位条件は、粟津港港湾台帳を参照とする。

床掘

項目 計算式 備 考

基面整正

数量表

RM-30、t=200上層路盤

凡例

C o 取壊し 1 / 2 * （ 1 4 . 5 + 1 4 . 4 2 ） * 0 . 2 * 1 3 5 . 0 - （ 1 . 5 * 0 . 5 * 0 . 2 ） * 7 = 3 8 9 . 4 m
3

1 / 2 * （ 1 4 . 4 2 + 1 4 . 2 9 ） * 1 3 5 . 0 * 0 . 3 = 5 8 1 . 4 m
3

エプロン幅

既設コンクリート舗装（t=200）下面

1 4 . 3 8 * 1 3 5 . 0 - 3 . 5 = 1 9 3 6 m
2

t=200、鉄筋コンクリート

※1 . 5 * 0 . 5 * 0 . 2 ：係船柱基礎部
※係船柱： N = 1 0 基

上部工

新設コンクリート舗装（t=300）下面

1 4 . 3 8 * 1 8 5 . 0 = 1 9 4 1 . 3 m
2
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